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第
３
回

 

「
ご
き
げ
ん
さ
ん
運
動
」　

　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

かたの 社協だよりかたの 社協だより
１ページ

「にじ丸ちゃん」

　

６
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
の

５
日
間
、「
ご
き
げ
ん
さ
ん
運

動
『
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
』」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

は
、
交
野
市
駅
や
星
田
駅
、
小

中
学
校
前
を
は
じ
め
、
各
地
域

で
も
積
極
的
な
取
り
組
み
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
に
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よ
る
、
継
続
的
な
「
ご
き
げ
ん

さ
ん
運
動
」
の
推
進
に
よ
り
、

昨
年
よ
り
も
元
気
で
明
か
る
い

声
が
き
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

第
４
回
目
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
９
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で

の
５
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事務所移転しました
　5 月 21 日から交野市社会福祉協議会・交野市地域包括支
援センターの事務所が、ゆうゆうセンター 3 階から 1 階に
移転しました。これからもどうぞよろしくお願いします。
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⑫
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交
野
地
区
募
金
会
の
皆
さ
ん
と
募
金
活
動
を

一
緒
に
し
て
く
れ
る
人
、
主
に
街
頭
募
金
に
参

加
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

①
10
月
６
日
（
土
）

▽
と　

き　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
大
会
会
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
）

②
11
月
11
日
（
日
）

▽
と　

き　

午
前
９
時
45
分
～
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
）

※
１
日
で
も
参
加
で
き
る
人
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

説
明
会
は
活
動
日
に
行
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
希
望
者
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
話
で
、

交
野
地
区
募
金
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

街
頭
募
金
日
程･

場
所

対　

象

申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ

◆共同募金とは◆
　共同募金は、民間の社会福祉事業や地域をつ
くる住民を応援するために行われる募金です。
　皆さまからお寄せいただいた寄付金は、社会
福祉施設・民間福祉団体に配分され地域福祉活
動の推進に幅広く活用されます。寄付された皆
さまの地域で生きる寄付金です。

◆共同募金運動の期間◆
　毎年、10 月 1 日から 12 月 31 日まで「地域の福祉、
みんなで参加」をスローガンに全国一斉に実施されます。

小地域ネットワーク事業
ふれあいサロン・子育てサロン等
地域のネットワーク支援

（17.6%） 970,000 円

障がい者福祉団体の活動支援
(3.4%) 188,000 円

社協だより発行
(24.2%) 1,330,140 円

災害事業
災害研修会・災害備品購入
(2.0%) 109,860 円

福祉団体の活動支援
(8.5%)  468,000円

安心・安全なまちづくり事業
(44.3%)  2,437,101 円

平成 23 年度

 　交野地区募金会配分事業

総額  5,503,101 円

か
た
の
赤
い
羽
根
応
援
団
募
集

共
同
募
金

　

あ
り
が
と
う

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
回
初
め
て
地
域
の
住
民
の
皆

さ
ま
と
直
に
触
れ
合
う
機
会
が
で

き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
支
援
の
も
と
、
雨
天
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
に
来
て

い
た
だ
き
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ

の
興
味
も
持
っ
て
い
た
だ
き
、
施

設
内
の
見
学
や
福
祉
車
両
へ
の
見

学
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
密
着
し
、
皆
さ

ま
と
と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

高
齢
者
福
祉
団
体
か
ら

　

下
校
時
の
「
あ
い
さ
つ
声
か
け

運
動
」
に
お
い
て
ベ
ス
ト
を
着
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、低
学
年
に
も
、

ま
た
、
そ
ば
を
通
ら
れ
る
地
域
の

皆
さ
ま
に
も
運
動
が
わ
か
り
や
す

く
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。
他
に
も
、
世
代
間
交
流
・

ふ
れ
あ
い
・
子
育
て
等
、
各
部
会

に
も
使
用
で
き
、
こ
の
よ
う
な
活

動
を
も
っ
て
ご
寄
付
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ま
に
思
い
や
り
、
つ
な
が
り

の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

小
地
域
団
体
か
ら

( 単位：円 )

配　　分　　先 金　　額
福祉団体 663,000
安心 ･ 安全なまちづくり事業 2,705,458
校区福祉委員会 210,000
災害研修・災害備品 232,000
啓発事業　社協だより 1,200,000
地域福祉活動計画推進事業 600,000
福祉協力校推進事業 90,000

合　　　　　計 5,700,458

※平成 23 年度に送金した赤い羽根共同募金と歳末たすけ
あい運動募金（繰越金）を平成 24 年度大阪府共同募金会
から 5,700,458 円の配分を受け、上記のとおり配分します。

平成２４年度　事業平成２４年度　事業
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５
月
17
日
、
当
計
画
の
進
捗
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
の
目
標
ご

と
の
特
に
主
な
取
り
組
み
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
目
標
Ⅰ
】　

あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
や
個
別
援
助
活
動
の
モ
デ
ル
校
区
の
指

　
　
　
　

定
や
啓
発
を
行
い
、
地
域
主
体
の
活
動
が
広
が
り
ま
し
た
。

【
目
標
Ⅱ
】　

虹
色
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
や
身
近
な
場
所
で
の
相
談
会
を
通
じ
て
、

　
　
　
　

問
題
の
早
期
発
見
・
早
期
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
仕
組
み
づ

　
　
　
　

く
り
を
考
え
ま
し
た
。

【
目
標
Ⅲ
】　

外
出
支
援
と
し
て
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
お
年
寄
り
や
障
が

　
　
　
　

い
の
あ
る
人
な
ど
の
外
出
機
会
の
増
加
を
図
り
ま
し
た
。

【
目
標
Ⅳ
】　

校
区
福
祉
委
員
会
を
対
象
に
災
害
時
要
援
護
者
支
援
推
進
の
た
め

　
　
　
　

の
モ
デ
ル
指
定
を
行
い
、
３
校
区
が
指
定
を
受
け
モ
デ
ル
事
業
と
し

　
　
　
　

て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
要
援
護
者
支
援
シ
ス
テ
ム
構

　
　
　
　

築
に
係
る
取
り
組
み
に
も
協
力
し
ま
し
た
。

【
目
標
Ⅴ
】　

従
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
会
に

　
　
　
　

加
え
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
行
い
新
た
な
人
材
の
確
保

　
　
　
　

を
行
い
ま
し
た
。

平成２３年度　社協事業・決算報告
5 月 29 日（火）の理事会・評議員会で、平成 23 年度事業・決算が承認されました。
平成 23 年度掲げた重点目標のうち主な事業について報告します。

【
平
成
23
年
度
を
初
年
度
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
積
極
的
な
推
進
】

　

あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
や
個
別
援
助
活
動
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
推
進

活
動
の
モ
デ
ル
指
定
、
福
祉
有
償
運
送
の
実
施
、
福
祉
協
力
校
の
指
定
、
地

域
ふ
く
し
協
力
事
業
所
と
の
協
働
な
ど
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
・

団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
予
防
・
高
齢
者
総
合
相
談
等
の
充
実
】

　

高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
そ
の
他
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
齢
者
の
総
合
相
談
、
介
護
予

防
、
虐
待
防
止
、
他
事
業
所
と
の
連
携
・
調
整
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

【
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
普
及
啓
発
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
知
症
高
齢
者
お
よ
び
家
族
へ
の
支
援
】

　

小
学
生
高
学
年
、
企
業
、
希
望
団
体
に
対
し
講
座
を
開
催
し
、

281
人
が
受

講
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
に
代
わ
っ

て
認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
や
話
し
相
手
と
な
る
や
す
ら
ぎ
支
援
員
の
派
遣

を
341
回
行
い
、
新
た
な
支
援
員
の
育
成
も
行
い
ま
し
た
。

【
虹
色
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
福
祉
力
の
向
上
と
活
動
内
容
の
検
討
】

　

そ
れ
ぞ
れ
の
垣
根
を
越
え
、
横
の
つ
な
が
り
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
出

し
合
い
、
新
た
な
交
野
市
の
地
域
福
祉
を
み
ん
な
で
考
え
る
た
め
２
回
開
催

し
、「
相
談
窓
口
を
知
ら
な
い
・
相
談
し
に
く
い
を
な
く
す
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
設
定
し
ま
し
た
。

平成２４年３月３１日現在 ( 人 )

会 長 １

常務理事兼事務局長 １

事 務 局 次 長 １

総 務 ・ 企 画 部 門

正 規 職 員 １

非 常 勤 １

ア ル バ イ ト ２

地域福祉活動推進部門

正 規 職 員 ４

非 常 勤 １

ア ル バ イ ト １

在 宅 福 祉 支 援 部 門
非 常 勤 2

ア ル バ イ ト ２

地域包括支援センター部門
正 規 職 員 ４

非 常 勤 ７

職 員 総 数 ２８

交野市社協職員構成
第
２
期
交
野
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
進
捗
会
議
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寄付金収入
　2,256,101(1.0%)

受託金収入
　143,118,604
          (66.0%)

介護保険収入
　15,033,282
          (6.9%)

経常経費
　補助金収入
　  23,302,000
          (10.7%)

事業収入
　12,913,631
          (6.0%)

会費収入
　5,873,489(2.7%)

経理区分間繰入金収入
      6,969,230(3.2%)

共同募金配分金収入
  5,503,101(2.6%)

受取利息配当金収入
　    477,399(0.2%)

雑収入
　1,322,334(0.6%)

助成金収入
　117,000(0.1%)

事業費支出
　91,226,829
        (42.1%)

人件費支出
　88,873,067
        (41.0%)

経常活動資金
　　収支差額
　　11,966,238
             (5.5%)

助成金支出
 10,251,323
        (4.7%)

事務費支出
　7,599,484
        (3.5%)

経理区分間繰入金支出
　6,969,230(3.2%)

決算総額
216,886,171 円

（単位：円）

平成２３年度 社 協 決 算 報 告

　

社
協
で
は
民
生
委
員
児
童
委
員
の
支
援
を
得
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
調
査
状
況
（
６
月
末
現
在
）

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
調
査
実
施
者　

８
９
３
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
今
年
度
新
規
者
34
件
）

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
調
査
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
社
協
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
調
査 

中
間
報
告

　今夏の節電対策および熱中症対策として、市
内の事業所のご協力を得て、涼み処を 55 か所
に開設中です。「暑いなぁ～」「しんどいなぁ～」
と思ったら、熱中症になる前に涼み処で休みま
しょう。下のポスターが目印です。詳しくは「広
報かたの７月号」折込チラシをご参照ください。

COOL 　SPOT

〝涼み処〟
   ぜひご利用ください

　
　

折
込
み
チ
ラ
シ
の
№
13
第
二

き
ん
も
く
せ
い
保
育
園
の「
住
所
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
誤
り
は

「
郡
津
５-

76-

19
」
で
、
正
し

く
は
「
郡
津
５-

76-

１
」
で
す
。

　

ま
た
、
№
43
か
ら
№
52
ま
で
の

小
学
校
「
開
設
日
時
」
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。誤
り
は「
毎
日
」で
、

正
し
く
は
「
月
～
金
」
で
す
。

　

深
く
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。 お

詫
び
と
訂
正
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地域包括支援センターコーナー

　こんにちは。地域包括支援センター社会福祉士の各
か が み

務正
まさとし

敏です。
　平成 21 年 12 月に社協に入職してから 2 年半が経ちました。皆さまに
支えられながら日々の業務を行っています。

　社会福祉士とは　身体の障がいや精神上の障がいが、環境上の理由など
で日常生活を営むのに支障がある人の福祉に関する相談に応じ、助言、指
導、福祉サービスを提供することを仕事としています。また、医療・福祉
の関係者と連絡および調整を取り援助を行うことも仕事の一つです。

　地域包括支援センターでの仕事は、当事者が「その人らしく地域で暮らすための権利」（自己
決定権や生存権、地域で生活し続ける権利など）を守る「権利擁護事業」の担当をしています。
具体的には、当事者の適切な権利の行使を支援するために成年後見制度や社協の日常生活自立支
援事業といった制度につなげることや、当事者が権利侵害を受けている状態を解消するために、
生活保護所管課や障がい福祉所管課などといった他分野の支援に結びつけるなど、適切な行政対
応や支援へ結びつけることが挙げられます。
　また、高齢者虐待を未然に防いでいく取り組みや、高齢者虐待の芽を早い段階で摘み取る、実
際に高齢者虐待が起きたときには対応することや、近年社会問題になっている「消費者被害の防
止」など予測し得る権利侵害の予防もその一つです。

　こんにちは。主任介護支援専門員の村
むらかみ

上朱
あか

里
り

です。
　平成２４年４月から交野市社会福祉協議会の主任を拝命しました。
　これからもがんばりますのでよろしくお願いいたします。

　主任介護支援専門員（主任ケアマネジャー）とは、平成１８年に行われ
た介護保険法の改正により、新たに創設された資格（職種）になります。
　介護支援専門員（ケアマネジャー）として従事した期間が通算して５年

（６０か月）以上であるものなどで、都道府県が実施する主任介護支援専
門員研修（大阪府の場合は１２日間）を受講し、主任介護支援専門員の資格が取得されます。
　地域包括支援センターにおける主任介護支援専門員は、「包括的・継続的マネジメント事業」
の実施が主な役割となっています。
　包括的・継続的マネジメントとは、高齢者の皆さんが暮らしやすい地域をつくるために、医療
機関や行政その他の関係機関との連絡・調整や、地域の介護支援専門員（ケアマネジャー）が円
滑に仕事ができるような支援や助言、指導を行っています。

　交野市では、交野市介護支援専門員連絡会を開催し、研修や事例検討会を行ったり、かかりつ
け医との連携を図ることを目的として、交野市医療介護連携会も開催しています。

こ ん な 仕 事 を 担 当こ ん な 仕 事 を 担 当
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　熱中症は、体の水分と塩分のバランスが崩れたり、体温の調節機能が低下するなどが原因で、
また脳梗塞は暑さで発汗し血液の水分が不足して血液がネバネバになったりすることなどから起
こります。

●上手な水分補給を
　・のどが渇かなくてもこまめにとりましょう。（定期的に。睡眠の前後）

外出時など汗をかいたあとは、スポーツドリンクが適しています。
寝る前にとる水分は、普通の水か白湯（さゆ）が適しています。

●暑さを避けましょう
　・外出時には、帽子や日傘を使いましょう。
　・必要以上の節電は避け、扇風機やエアコンを上手に使いましょう。
　　（２８度を超えないように。冷気を対流させる。）
　・換気をして部屋の風通しを良くしましょう。
　・すだれ・カーテンで直射日光を防ぐ

＜地域でサポーター講座を受けた団体と
サポーター数＞

岩船小学校区福祉委員会
( 森・寺・天野が原町 )

85

妙見東自治会 42
公社星田団地自治会 ( 元気アップ ) 53
青葉台老人クラブ 12
旭小学校区福祉委員会 27
南星台区 55
幾野星友クラブ 27
星田山手自治会 ( 元気アップ ) 22
梅が枝ふれあいリビング 37
天野が原町（元気アップ） 27
あったかサロン ( 私市山手 ) 36
寺区（元気アップ） 27
駅前住宅（元気アップ） 14
私部婦人会 29

　認知症になっても安心して暮らせるまちづくりをめざして、認知症の人やその家族をあたたかい
目で見守り、地域で支える「認知症サポーター」を育成しています。
　平成２１年度から開始したこの事業は、自治会や老人会などの地域の団体や市内の企業などを対
象に展開し、平成２３年度末での「認知症サポーター」は 1,237 人となりました。
　講座を開催し、誰もが住みよい交野のまちづくりに取り組みます。

と　き　８月２４日（金）
　　　　午後２時～３時３０分
ところ　ゆうゆうセンター ４階多目的ホール
内　容　認知症の基礎知識や接し方など
受講料　１００円（テキスト代）
申し込み締め切り　８月２０日（月）　

交野市社会福祉協議会まで
　講座修了者には、認知症を支援する「目印」
となるオレンジリングをお渡しします。
　事前に電話で申し込みください。

認知症サポーターの育成で、 誰もが住みよいまちづくり

  ～ 保健師だより ～
夏の健康管理（熱中症・脳梗塞等を予防しましょう）

平成 24 年度
認知症サポーター講座開催

平成 24 年度
認知症サポーター講座開催
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藤
が
尾
小
学
校
区
福
祉
委
員
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
・
い

き
い
き
サ
ロ
ン
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、
ピ
ン
ポ
ン
サ
ロ
ン
な

ど
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に

ピ
ン
ポ
ン
サ
ロ
ン
（
第
１
・
３
木
曜
日
）
で
は
、
年
代
を

問
わ
ず
誰
も
が
参
加
で
き
る
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
第
３
木
曜
日
に
は
「
喫
茶
陽
だ
ま
り
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。気
軽
に
集
え
る
場
で
、み
な
さ
ん
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
、
く
つ
ろ
い
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
に
も
力
を
い
れ

て
お
り
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
毎
日
地
域
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
小
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

各
所
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
づ
く
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
校
区
福
祉
委
員

が
一
丸
と
な
っ
て
「
見
守
り
・
声
か
け
運
動
」
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

今
年
も
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
市
民
交

流
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

９
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容　
「
交
野
市
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
」

　
　
　
　

和
太
鼓
「
で
で
ん
こ
か
た
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＆「
妙
見
星
太
鼓
」

　
　
　
　
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
族
舞
踊
」

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
れ
あ
い
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　

手
話
、
ア
イ
マ
ス
ク
、
点
字
、
要

　
　
　
　
　

約
筆
記
、
歌
体
操
、
手
づ
く
り
お

　
　
　
　
　

も
ち
ゃ
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
紙

　
　
　
　
　

す
き

　
　
　
　

お
楽
し
み
じ
ゃ
ん
け
ん
抽
選
会

入
場
料　

無　

料

主　

催　

交
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
絡
会

　

こ
の
夏
、
市
内
の
高
齢
者
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
施
設
の
利
用
者
と
一
緒
に
過
ご

す
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
自
分
の
世
界
を
広
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。

❖
対　
　

象　

小
学
生
か
ら
社
会
人　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
・

　
　
　
　
　
　

興
味
の
あ
る
人

　
　
　
　
　
　

※
施
設
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
対
象
が
違
い
ま
す
。

❖
施　
　

設　

介
護
老
人
保
健
施
設　

青
山

　
　
　
　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

天
の
川
明
星

　
　
　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
わ
ふ
ね
の
森

　
　
　
　
　
　

き
ん
も
く
せ
い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

美
来

　
　
　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

美
来

　
　
　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

お
り
ひ
め

　
　
　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

あ
お
や
ま

　
　
　
　
　
　

き
ん
も
く
せ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
き
さ
べ

　
　
　
　
　
　

わ
か
ば
保
育
園

　
　
　
　
　
　

交
野
保
育
園

❖
参
加
期
間　

８
月
31
日
ま
で
の
間
で
１
日
～
３
日
活
動
で
き
る
人

　
　
　
　
　
　

※
活
動
期
間
は
施
設
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

❖
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月
17
日
ま
で
に　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎　

８
９
４
ー
３
７
３
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　

     

参
加
者
を
募
集

第
16
回

　

市
民
交
流
フ
ェ
ス
タ 

 

　
　

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　

 

in 

交
野
～

第
16
回

　

市
民
交
流
フ
ェ
ス
タ 

 

　
　

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
　
　
　
　
　

 

in 

交
野
～

☆ 

藤
が
尾
小
学
校
区
福
祉
委
員
会

校
区
福
祉
委
員
会
へ
よ
う
こ
そ
⑫
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「社協だより」作成には、共同募金の配分金を活用させていただきました。

８ページ

善意銀行へ

ご寄付ありがとうございました

４月１日から６月３０日まで、　　　　　　
　　預託していただいたみなさんです。

４月
◆金山 満志さん（星田）から　地蔵のさい銭として

17,292 円
◆西岡 昭榮さん（梅が枝）から　商品券  10,000 円
◆扇阪 れい子さん（天野が原町）から 　　拡大鏡
◆NISI 歌謡教室から歌謡オンステージチャリティー

募金収益金の一部として　　　　　  20,874 円
◆岡本 功さん（松塚）から　　　 　　　 30,000 円

５月
◆岡本 功さん（松塚）から　　　　　　  30,000 円

６月
◆岡本 功さん（松塚）から　　　　　 　 30,000 円

車いすや杖など福祉用具を貸出
　市内在住の人に限り、無料で車いす・杖・松葉杖の短期
間 ( 最高１ヵ月 ) の貸し出しを行っています。貸し出しを
希望される人は、社協事務局まで申し込んでください。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宅た
く

間ま

千ち

尋ひ
ろ

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
同
募
金
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
意
銀
行
、
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

員
募
集
、ま
た
、

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
等
（
旭
小
校
区
・
私

市
小
校
区
）
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
今
ま
で
の
経

験
を
活
か
し
て
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

①地域包括支援センター　保健師採用試験　
◆募集職種・人数・対象
　　保健師　１人　昭和 51 年４月２日以降に生
　まれ、保健師免許を持っている人
◆試験日 　８月 26 日〔日〕午前９時から
◆採用予定日　10 月１日
◆要綱・申込書の配布　８月 17 日〔金〕午後５
　時 30 分まで、ゆうゆうセンター１階 社会福
　祉協議会、市役所本館１階受付、星田出張所
◆応募締め切り　８月 17 日（金）
※郵送で請求する場合はお問い合わせください。

②地域包括支援センター　非常勤嘱託員
◆募集職種
　保健師または看護師 ( 経験のある人 )　１人
　ケアマネジャー ( ３年以上の経験者 )　１人
◆勤務時間　平日　午前９時～午後５時 15 分　
　　　　　( 週５日勤務、土・日・休日は休み )
◆報　酬　24 万円

○問い合わせ
　　月～金曜日の午前９時～午後５時 30 分、
　社会福祉協議会 ( 地域包括支援センター )
　電　話０７２ー８９３ー６４２６( 直通 ) 
　ＦＡＸ０７２ー８９５ー１１９２ 

社会福祉協議会

 職員採用試験と嘱託員募集

社
協
新
入
職
員
紹
介

第 3 9 回 ゆ う ゆ う 講 座
①開講式・講座
　と　き　９月７日（金）午後１時 45 分～３時 15 分　
　テーマ　「生活に役立つ身近な環境の話」
　講　師　交野市環境部
②健康講座
　と　き　９月 14 日（金）午後１時 45 分～３時 15 分
　テーマ　「腰痛・ひざ痛・肩こりを防ぐ　簡単健康体操」
　講　師　健康運動指導士　瀧野　朋子さん　
③講　座　　
　と　き　９月 21 日（金）午後１時 45 分～３時 15 分
　○テーマ 「自分で守ろう　自分の生活」
　　　　　　講　師　市内在住の警察官　滝山　純さん
　○テーマ 「我が家の防災対策」
　　　　　　講　師　交野市暮らしの安全課　　
○ところ　ゆうゆうセンター
○対　象　市内在住のおおむね 65 歳以上の人
○申し込み・問い合わせ
　　　　　　８月 31 日 ( 金 ) までに社会福祉協議会

※ゆうゆう講座を閉講
　ゆうゆう講座は今回をもって閉講します。
　本講座は、介護予防を目的に開講していましたが、
近年、一般教養や専門分野を取り入れた講座や各種教
室が充実され、本講座の当初の目的が達成されたこと
から閉講するものです。
　なお、市・社協では、地域に密着した出前講座や各
種教室を開いておりますのでぜひご利用ください。


